
2026年度学会賞・学会奨励賞候補論文一覧
【推薦時のお願い】
①学会賞及び学会奨励賞のそれぞれの候補として推薦できるのは、論文又は著書のいずれか一篇のみとなります。

②学会賞候補論文の推薦について・・・下記リストに記載されている論文すべてが対象となります（1篇のみ）。

③学会奨励賞候補論文の推薦について・・・下記リストの中で★が付いている論文のみ対象となります(１篇のみ)。

No. 奨 筆頭著者名 論文標題 原稿種別 ページ 掲載誌

1 〇 佐々木 陸摩 文部省運動医事相談所の設置および展開過程とその意味：戦前日本におけるスポーツ政策史像再考 原著論文 1-17

2 石田 智巳 佐々木—瀬畑論争に関する研究：体育の本質という観点から 原著論文  19-36

3 林 洋輔 「エクササイズexercise」は「尽力」と訳す 原著論文 37-54

4 砂川 力也 速度基準のスクワット運動強度の違いと速度低下率との関連性 原著論文  77-90

5 〇 佐藤 高嶺 競歩における高い歩行スピード獲得のためのステップ変数と歩行動作との因果構造 原著論文 103-119

6 〇 折茂 紗英 大学生版スポーツ組織コミットメント尺度の開発：大学生アスリートにおける組織 コミットメントの特徴 原著論文 121-139

7 〇 小泉 洋生 サッカーの「ライン間」プレーでのターン成功確率の予測モデリング 原著論文  141-156

8 〇 満下 健太 小学校の体育的活動に対する教員と保護者のリスク認知の相違：Psychometric Paradigm による検討 原著論文 157-173

9 久保⽥ 潤 世界選手権大会開催国分析を通じた国際競技大会招致・開催推進方策に関する検討 原著論文 175-194

10 古川 拓生 男子7人制ラグビーにおける数的不均衡の発生様相及び一時的退出とゲームパフォーマンスの関連 原著論文  195-209

11 大島 雄治 シルエット抽出のためのニューラルネットワークと人体モデルを利用したマーカーレスモーションキャプチャの開発 原著論文 235-252

12 〇 景行 崇文 棒高跳におけるポール湾曲中の肩キネティクス：肩関節等速性筋力との関係に着目して 原著論文 253-267

13 安部 孝文 小学校におけるスクールバスの徒歩区間設定の実装過程と促進・阻害要因：実装研究のための統合フレームワーク（CFIR）に基づく質的研究 原著論文  329-343

14 栗田 昇平 小学校体育授業への協同学習モデルの適用過程における教師の経験：解釈的アプローチを用いて 原著論文 345-364

15 幾留 沙智 大学生競技者における自己調整学習の実施に関連する個人及び環境要因の検討 原著論文 383-395

16 田中 愛 「健常者」の参加に見る「学び捨て」の検討：パラスポーツにおける共生の可能性 原著論文 397-416

17 〇 中川原 知波 柔道選手における把持力および耐把持力の特性 原著論文 441-450

18 〇 松本 健太 未就学児におけるトランポリン運動直後の実行機能の向上 原著論文 451-466

19 山下 修平 アスリート育成パスウェイにおける競技大会の位置づけについての一考察 原著論文 467-481

20 〇 新竹 優子 体操競技における高度な安定化はいかにして達成されるのか：世界トップレベルの女子選手における跳馬の「チュソビチナ」を例証とした発生運動学的一考察 原著論文 501-520

21 高岡 英氣 eスポーツと既存スポーツの差異について：ビデオゲームの特性と身体の位置づけに着目して 原著論文 541-556

22 〇 前田 奎 円盤投における世界一流競技者と日本一流競技者の投てき動作の比較 原著論文 587-606

23 〇 伊藤 まこと 運動部活動における教師の学びの過程に関する事例研究：ダンス未経験のダンス部主顧問を対象に 原著論文 607-624

24 〇 大山 栞爾 打撃に走塁条件が加わる複合運動が打撃スイング速度および打撃動作へ及ぼす影響 原著論文  639-653

25 〇 井関 実紀 段違い平行棒における「高棒内向き懸垂前振り後方伸身宙返り低棒支持」の技術解明に向けた運動学的一考察 原著論文 675-693

26 高橋 浩二 大学の教養教育としての保健体育科目における身体化された学習：フィジカルリテラシー育成に向けた学修方法の検討 原著論文  695-710

27 乾 順紀 高校生のフィジカルリテラシーを高める体育授業プログラムの開発に関する研究：「体育理論」との関係から 原著論文  717-736

28 〇 長谷 晃希 持ち上げ打ち込みと投げ込みを用いたタバタスタイルトレーニングの生理学的負荷：成人男子軽量級選手を対象として 原著論文 737-747

29 〇 李 恩熙 中国武術訓練場における「門戸」形成の社会空間構造：梅花拳を事例として 原著論文 749-768

30 古川 拓生 7人制ラグビーにおけるスクラム1次攻撃の戦術的優位性：フォーメーションおよび攻撃系統に着目して 原著論文 769-784

31 柴山 一仁 110mハードル走選手の区間タイム変化にハードル高が及ぼす影響：高さ1.067mと0.990mの規格による比較から 原著論文 833-842

32 〇 今若 太郎 大学野球選手における本塁から2 塁への走塁経路と疾走タイムの関係 実践研究 91-102

33 冨岡 宏健 中学校1年生対象のディスク型ボールを用いたサッカー授業の効果検証：戦術的知識の獲得と状況判断，運動技能に着目して 実践研究  483-500

34 寺岡 英晋 大学体育実技におけるルーブリックを導入したパフォーマンス評価の実践：チームスポーツに着目して 実践研究 521-540

35 亀田 麻依 パラアスリート座位競技者の最大下運動における有酸素性能力の特徴 事例報告 211-218

36 木原 成一郎 インクルーシブ体育を実践する教師のライフヒストリー研究：学部の教員養成時代を中心に 事例報告 289-311

37 中垣 貴裕 高等学校入学年次のベースボール型授業における戦術の学習可能性 事例報告 313-327

38 髙木 宏 運動部活動の地域移行施策下における中学生部員の競技活動に対する認識の変容プロセス：リーダー役割を担う中学2年生を対象とした質的研究 事例報告  655-674

39 石井 幸司 体育科におけるICTを活用したポートフォリオの共有が学びのコミュニティに与える影響：保護者・地域住民との協働を通して 事例報告 797-817

40 〇 白木 駿佑 パリ五輪に向けた競泳競技者における自転車トレーニング：クロストレーニングとしての実践事例 事例報告 819-832

41 岡部 文武 ショートトラックスピードスケート競技の最大努力滑走におけるカーブ区間の滑走軌跡と滑走スピードの変化 研究資料 55-63

42 〇 白木 駿佑 間欠的スプリントトレーニングの新たな強度設定方法 研究資料  65-75

43 佐々木 万丈 女子大学生スポーツ競技者の先輩後輩関係に基づく行動と仮想的有能感の関係 研究資料  219-233

44 深見 英一郎 競技の開始時期及びスポーツ経験が大学生アスリートの競技力向上に及ぼす影響 研究資料 269-288

45 笹生 心太 東京2020大会ホストタウン・イニシアティヴへの自治体の参加パターン 研究資料 365-381

46 〇 齋藤 瀬奈 即興表現における言語課題を動きに転換することの実態：ダンス非専門の対象者への実験調査 研究資料 417-432

47 内藤 貴司 大学生剣道選手の競技レベルとカウンタームーブメントジャンプとスクワットジャンプ間の差分との関連 研究資料 433-439

48 〇 島谷 康弘 大学運動選手を対象とした吃音に関する実態調査 研究資料 557-568

49 〇 宮平 健介 バスケットボール競技における試合中のドライブの成功パターンの分析 研究資料 569-585

50 前田 正登 小学校5年生の遠投におけるボールの大きさ・重量が投てき距離およびリリース条件に及ぼす影響 研究資料 625-637

51 安永 太地 暴力・パワハラの再生産に着目したスポーツ観や指導観を再考させる教材の開発と評価：体育・スポーツ系大学生を対象とした初年次教育での実践 研究資料 785-796

52 九鬼 靖太 Teacher-Coachに関する国内外の研究動向と今後の展望：メリット・ジレンマ・成長に焦点を当てたナラティブレビュー 内外の研究動向 711-716

53 Atsushi Imai Relationship between Trunk Control during Unanticipated Disturbances and Athletic Performance in Adolescent Football Players Paper 1-8

54 〇 Masaki Mori Psychometric Properties of the Japanese Version of the Career Engagement Scale among Professional Female Football Players Paper 9-18

55 Eiji Ito Sport Tourism and Life Satisfaction: A Comparative Analysis of Non-sport Tourism, Participation-based Sport Tourism, and Spectator-based Sport Tourism Paper 19-26

56 Nobuo Takeshima The 20-s Stepping Test and Chair Stand Test Using an Infrared Depth Sensor: Criteria for the Evaluation of Activities of Daily Living Among Older Women Paper 55-66

57 Taku Saito A Study on the Teaching Method for Shoulder Rotation Acceleration Technique in the “backward hip circle” on the Horizontal Bar Paper 67-75

58 〇 Yuto Tajima Examining the Psychological Factors Contributing to Sports Injuries: Focusing on Male Collegiate Tennis Players with Low Physical Injury Risk Paper  76-87

59 Takaaki Tsunokawa Relationship between Inter-joint Coordinative Patterns and Kinematic Parameters at the Lower Limb Joints during Underwater Undulatory Swimming Paper  94-103
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